
 

 

 

周年安定生産に向けた 
ほうれんそう栽培マニュアル 
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令和２年３月 

富山県農業技術課 

平成 30 年度・令和元年度 

新品種・新技術の確立支援事業 



 

（１）ほうれんそう等の軟弱野菜は、鮮度が重視されるため、地場産メリットを活かし

て県内市場で有利に販売できる。 

特に、ほうれんそうは、緑黄色野菜の代表品目であり、軟弱野菜の中で最も消費

量が多い。 

（２）は種から収穫までの期間が短い（春・秋まき：40～60 日、夏まき：30～40 日）。 

（３）少ない面積でも、大きな収益が得られる。                  

（単収 900kg/10a×単価 645 円/kg×作付け回数５回＝2,900 千円/10a） 

（４）ほぼ周年的に栽培でき、季節を問わず収入を得ることができる。 

（５）軽量野菜であることから、女性等でも取り扱いやすい。 

（６）水稲育苗ハウスを活用して栽培でき、高価な機械等の導入は必要ない。 

（７）ハウスを所有していなくても、トンネルを活用し、栽培できる（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）富山市場におけるほうれんそう・こまつなの月別入荷量・単価の状況（図２） 

・ 市場での単価は入荷量によって大きく変化するものの、ほうれんそうの年平均

価格は 600 円/kg を超え、こまつなより、約７割高い。 

・ ほうれんそうを栽培しやすい５～６月、10～11 月でも、ほうれんそうの平均価

格は 500 円/kg を超えている。 

 

（２）富山市場における県産ほうれんそう・こまつなの占有率（図３） 

・ 富山市場におけるこまつなの県産占有率は年間を通じて高く、特に４～11 月の

占有率は 80％以上であるのに対し、ほうれんそうの県産占有率は年間で 10％程

度と少なく、出荷量が多い４～６月と 10～11 月でも 20％に達していない。 

 

図１ ほうれんそうのトンネル栽培ほ場 

１ ほうれんそう栽培のメリット 

２ ほうれんそう等軟弱野菜の県内の流通状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ほうれんそうはヒユ科であり、アブラナ科であるこまつなやみずな等の他の軟弱

野菜と生理生態や生育特性が大きく異なる。 

・ 安定生産のためには、生理生態や生育特性（表１）をしっかり把握した上で、栽培

管理を行うことが不可欠である。 

 

表１ ほうれんそうの生理生態・生育特性等 

生理生態・生育特性等 栽培のポイント 

温度 
・ 発芽適温：15～20℃（25℃以上では、発芽率低下） 

・ 生育適温：15～20℃（28℃以上では、生育抑制） 

・ 夏季の栽培では、高温対

策が必要 

土壌 
・ 最適 pH：6.0～7.0 

・ pH5.5 以下では、発芽率の低下や生育不良（葉の黄化、

根の褐変）が発生する。 

・ 土壌分析に基づいた施肥

管理が重要 

種子 ・ 種子の果皮が硬く、発芽しにくい。 
・ 発芽率向上には、は種時

のかん水管理が重要 

根 
・ 直根性植物であり、排水不良のほ場等では湿害が発生し

やすい。 

・ 排水対策が必要（ハウス

周囲の排水溝設置、高う

ね栽培） 

花芽 
分化 

・ 長日・低温の両要因によって花芽分化 

・ 花芽分化後、長日・温暖条件により抽苔が促進 
・ 時期毎の品種選定が重要 

収穫 
調製 

・ 直根性で、収穫時に引き抜きにくい。 

・ 葉が絡みやすく、折れやすい。 

・ 春～秋は生育が早い（L：草丈 26～30 ㎝、2L：草丈 30

～35 ㎝、草丈 35 ㎝以上は規格外）。 

・ 根切り後に、引き抜き 

・ 作業性のよい品種の選定 

・ 収穫遅れないよう、1 回あ

たりのは種面積は収穫能力

に応じて決定 

時期別の 
多発 

病害虫 

・ 春～秋：立枯病、シロオビノメイガ、ヨトウムシ類 

・ 春・秋：べと病、ホウレンソウケナガコナダニ 

・ 夏：萎凋病 

・ 耕種的防除・予防の徹底 

・ 早期発見・早期防除 

（富山市公設地方卸売市場平成 30 年市場年報） 

図３ 富山市場における県産ほうれんそう・
こまつなの月別占有率（H30） 

 

（富山市公設地方卸売市場平成 30 年市場年報） 

図２ 富山市場におけるほうれんそう・こ
まつなの月別入荷量と単価（H30） 

 

３ ほうれんそうの安定生産のポイント 

年平均単価（H30） 

ほうれんそう 645 円/kg、こまつな 374 円/kg 



 

（１）栽培時期の気象条件等を踏まえた品種選定 

・ 品種は、は種時期ごとの気象条件（気温、日長）を考慮して選定する（表２、表

３）。 

・ 栽培ほ場における過去の病害の発生状況（べと病レース、萎凋病等）を確認し、

当該病害への耐病性についても考慮する（表３）。 

 

表２ 作型別推奨品種 

作型 
は種 

（月旬） 
収穫 

（月旬） 
求められる 
品種特性 

推奨品種 

早春まき 

（施設） 
2 上～３上 ４上～４下 

耐寒性 

低温伸長性 
スーパーヴィジョン 

春まき① 

（施設・トンネル） 
３中～４上 ５上～５下 

耐暑性 

耐寒性 

ハンター 

ジャスティス 

春まき② 

施設・トンネル） 
４中～５中 ５中～６中 

晩抽性、耐暑性 

耐病性（萎凋病） 

晩抽サンホープ 

ジャスティス 

夏まき① 

施設・トンネル） 
６上～６下 ７上～７下 

晩抽性、耐暑性 サンホープ７  

ジャスティス 

夏まき② 

（施設・トンネル） 
７上～９上 ８上～10 上 

晩抽性、耐暑性 ミラージュ 

タフスカイ（８下まき～） 

秋まき① 

（施設・トンネル） 
９中～10 上 10 下～11 下 

多収性 ハンター 

ドンキー 

秋まき 

（施設・トンネル） 
10 中～11 上 1２上～１下 

耐暑性 

低温伸長性 

弁天丸 

スーパーヴィジョン、 

晩秋まき 

（露地） 
10 下～11 上 ３下～４中 

耐寒性、耐湿性 

低温伸長性 
クロノス 

寒じめ 

（施設） 
10 上～10 中 12 下～２上 

糖度が上がりや

すい。耐寒性 

スーパーヴィジョン 

弁天丸 

※晩秋まきでトンネル栽培をすると、抽苔が早まるので、行わない。 

 

表３ 品種特性 

品種 メーカー べと病抵抗性 特性 

スーパーヴィジョン トキタ Ｒ１～９、11～13 耐寒性あり。生育はやや遅い。 

ハンター カネコ Ｒ１～７、９、11、13、15、16 幅広い作型に適応、葉数多い、在ほ性あり。 

ジャスティス サカタ Ｒ１～９、11～15 極晩抽性、耐暑性、萎凋病耐病性あり。 

晩抽サンホープ カネコ Ｒ１～５、８、９、11、12、14,15  極晩抽性、萎凋病耐病性あり。生育遅い。 

サンホープセブン サカタ Ｒ１～９、11～16 晩抽性、晩抽サンホープより生育早い。 

ミラージュ サカタ Ｒ１～７、９、11、13、15、16 耐暑性、萎凋病耐病性あり。 

タフスカイ タキイ Ｒ１～12、14～16 耐暑性、萎凋病耐病性あり。 

ドンキー サカタ Ｒ１～11、13、15、16 幅広い作型に適応、作業性良、葉数多い。 

弁天丸 タキイ Ｒ１～10、15 低温伸長性、耐寒性あり。 

スパイダー トキタ Ｒ１～７、9、11、13、15 低温伸長性あり、生育早い。 

クロノス サカタ Ｒ１～７、９、11、13、15、16 低温伸長性、耐寒性あり。 

４ 周年安定生産のための栽培管理 



（２）肥料成分収支や土壌分析結果に基づいた施肥管理 

・ 収穫までの期間が短いことから、基肥主体の施肥とする（表４）。 

・ 施設栽培では降雨がないため、施用した肥料のうち、ほうれんそうが吸収しな

かった肥料の残りが蓄積し（塩類集積）、発芽不良や生育抑制の障害の原因と

なる。 

・ このため、2 作目以降は、肥料成分の収支（施肥による持ち込み量－収穫によ

る持ち出し量）を考慮する（図４）とともに、定期的に土壌分析を実施し、分

析結果が基準値に近付くよう、施肥管理を行う（表５～７）。 

・ 腐植を補給し、保肥力や保水力を維持するために、完熟堆肥を毎年施用するこ

とが重要である。ただし、堆肥にも肥料成分（表８）が含まれているので、こ

の分も考慮して施肥管理を行う。 

 

表４ 施肥例（１作目）       （kg/a） 

肥料名 基肥 成分量 

チッソ リン酸 カリ 

完熟堆肥 300※1    

苦土石灰 20※2    

溶成燐肥 10  2.0  

有機化成 15 0.9 0.9 1.0 

高度化成 ２ 0.3 0.2 0.2 

計  1.2 3.1 1.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 完熟堆肥は、この量を年１回か、

２回に分けて施用 

※２ 苦土石灰は、最適土壌ｐＨ６～７

になるように施用する。 

 

 

 

図４ 肥料成分収支を考慮した施肥量 



表５ 土壌分析の主な分析項目の内容・効果と基準値 

 
 

表６ ＥＣ値に基づく窒素施肥量（目安） 

 
 

表７ ＣＥＣと各塩基の基準値（目安） 
塩基置換容量 

ＣＥＣ 
(me/100g) 

置換性 
石灰 

(mg/100g) 

置換性 
苦土 

(mg/100g) 

置換性 
加里 

(mg/100g) 

石灰 
飽和度 
（％） 

苦土 
飽和度 
（％） 

加里 
飽和度 
（％） 

塩基 
飽和度 
（％） 

10 以下 100～290 20～55 15～80 70～105 14～28 3～17 85～170 

10～20 180～450 25～80 15～130 55～80 10～28 3～15 80～100 

20 以上 280～550 30～105 20～150 45～65 10～18 2～15 50～90 

 

表８ 一般的な堆肥１ｔ当たりに含まれる肥料成分         （単位 kg/t）          

 チッソ リンサン カリウム マグネシウム カルシウム 

牛ふん堆肥 5.9 6.2 6.8 2.4 6.9 

豚ふん堆肥 9.5 13.9 6.4 4.2 12.8 

鶏ふん堆肥 29.5 48.9 24.4 11.5 91.5 

分析項目 内容・効果 基準値

ｐＨ 酸性＜7.0（中性）＜アルカリ性 6～6.5

ＥＣ 土壌中の塩類濃度の指標値、高いと肥料成分が多い。 別表１参照

有効態リン酸 植物が利用できるリン酸、酸性が強いと難溶化。
30～100
mg/100g

腐植 土壌の緩衝作用の増大、保肥力の向上、団粒化促進。 3％以上

塩基置換容量(CEC) 保持できる陽イオンの容量、保肥力。 15me/100g

置換性石灰(CaO) 細胞分裂組織の生長、土壌ｐＨの調整。

置換性苦土(MgO) 葉緑素の構成要素。

置換性加里(K2O) 植物の水分利用や炭水化物合成に影響。

別表２参照

表６参照 

表７参照 



（３）高温対策 

・ ほうれんそうの発芽・生育適温は 15～20℃で、25℃以上では発芽率が低下し、28
℃以上では生育が抑制されるため、６～９月の高温期の安定生産を図るためには、
効果的な高温対策が必須となる。 

・ ハウス屋根面に遮光率 30～40％の遮光ネットを展張し、ハウス内の気温・地温の

上昇防止に努める。 

・ 遮光ネットをハウス内の内張りとする時は、色が白やシルバーの蓄熱の少ないネ

ットを利用する。 

・ 側窓を開けるとともに、妻面のビニールも外し、ハウス内の熱を逃がすように努

める（図５）。 

・ ハウス屋根面に展張する遮光ネットに散水チューブを取り付け（図６）、高温時に

は屋根散水することで、気温を３℃前後下げることができる（図８）。 

  

図５ 岐阜県高山市のほうれんそうの高温対策事例 

 

■高岡市における散水チューブ付き遮光ネット＋妻面開放ハウスの実証事例（令和元年） 

・ 実証区（散水チューブ付き遮光ネット（図６）＋妻面開放（図７）は、慣行区（遮光

ネット：メガクール）に比べ、８月は種で最大 3.8℃の昇温抑制効果があった（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 散水チューブ付き遮光ネット        図７ 妻面開放閉ハウス 

妻面の被覆なし。 

換気率が高く（風通しよく）、 

高温になりにくい。 

高温時は妻面を解放。強風時には巻き上げ機
を下ろして被覆できるよう改良。 

遮光ネット展張 

インシュロックで遮光ネッ

ト中央に散水チューブ（散

水穴を上向き）を固定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■散水チューブ付き遮光ネットの作製・設置方法 

・ スミサンスイ（散水面上向き）を、遮光ネットの中央にインシュロックで固定する（図９）。 

・ スミサンスイがハウスの中央に配置されるよう、ハウス屋根面に遮光ネットを展張する。 

・ スミサンスイと井戸ポンプをつなぐホースの途中に散水タイマー（図 10）を接続する。 

・ 高温となる時間帯（8:00～15:00）に 15 分間隔で 15 分間散水（15 分間散水。⇔15 分間停

止）するよう散水タイマーを設定する。 

 

 

 

令和元年 11 月 6 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遮光率 40％
の遮光ネット 

スミサンスイ 
ＮＥＷマルチ 60 

スミサンスイ（散
水面上向き）をイ
ンシュロック（１
m 間隔）で固定 

（株）サンホープ社製 
乾電池式散水タイマーGT-61-51 

図８ 散水チューブ付き遮光ネット＋妻面開放ハウスにおける温度の推移（H30） 

・散水開始時刻：8:00 

・散水終了時刻：15:00 

・散水間隔・散水時間 

15 分間隔・15 分間散水 

（15 分間散水⇔15 分間停止） 

（8/17～8/19） 

図９ 遮光ネットへの散水チューブの取付方法 図 10 散水タイマー 



（４）排水対策・耕起・うね立て 

・ ハウスの外側には、排水溝を設け、雨水がハウス内に浸入しないようにする。 

・ 肥料を全面に散布し、根が深く張るよう、できるだけ深く耕起する。 

・ 湿害を回避するため、うねを立てる（排水のよくないほ場では、25 ㎝以上の高

うねとする。排水がよいほ場では、平うね栽培も可能。）。 

 

（５）は種 

・ は種機（図 11、12）を活用し、条間 15 ㎝、株間４～６㎝（高温期は広め）、は

種深度約１cm（高温期はやや深め（２㎝））では種する。 

 

 

 

 

 

 

      

図 11 手押し式は種機        図 12 管理機牽引式は種機 

 

 

（６）十分なかん水と高温対策による発芽安定 

・ 作付け間隔が開き、土壌が乾燥している場合は、は種後のかん水だけでは、水

分不足による発芽不良となりやすい。土壌に水分を保持させるため、は種 10 日

前に 30～45 ㎜かん水したのち、耕起・うね立てを行う（表９）。 

・ は種後は、十分にかん水（１回 30～45 ㎜）し、出芽まで土壌水分を保持する

（表９、図 13）。 

・ 複数か所（ハウスの内側と外側）にビーカー等を配置し、均一に十分な量がか

ん水できたか確認する。 

・ 出芽まで適正な土壌水分が維持されているかを把握するため、ｐＦメーターを

活用するとよい（図 14、生育期も設置し、土壌水分を確認することで、過湿や

乾燥による障害の発生を回避することが可能となる）。 

・ 夏季は、ハウス屋根面への遮光ネットの展張等により、ハウス内の気温が 25℃

以上の高温とならないよう管理する。 

 

 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http%3A%2F%2Fagrilog.blogspot.com%2F2015%2F08%2Fblog-post_26.html&psig=AOvVaw2pP825K9GAiTYfm9Dgn1aY&ust=1584504276425000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNCp9ePQoOgCFQAAAAAdAAAAABAG
https://www.mukai-kogyo.co.jp/60003538/wp-content/uploads/2016/04/comb2.jpg


表９ ほうれんそうベテラン農家のかん水管理の例 

時期 
１回あたりの 

かん水量 
備考 

は種 10 日程前 30～45mm 

ハウス内土壌が乾燥している場合、土壌に水分を保持させ

るため、耕起前にかん水。耕起できる程度に乾いたら、耕

起・うね立て。 

は種直後 30～45mm かん水実施時間帯：夕方 

は種１日後 20～30mm   〃     ： 〃 

は種２日後 10～20mm 〃     ： 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                            

 

※ｐF について 

水が土壌に吸着されている強さ（水ポテンシャル、土壌と水との吸着力）の程度を表したも

ので、大きい数値ほど土壌に吸着されている力が強く、作物根は利用し難くなる（表 10）。 

pF メーター（kPa 表示のテンシオメーターもある）を利用することで、土壌水分を簡易に把

握することが可能となる。 

 

表 10 pF と水分恒数、水の状態の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

勢いよくかん水（ハウス

の反対側の端が白く見えな

くなる程度）し、ハウスの

側面付近まで、しっかり均

一にかん水。 

土壌粗孔隙内に保持
されている水で、作
物が主に利用する範
囲 
 
pF1.7～2.3：植物は
水分ストレスを受け
ない。 
 
pF2.3～：乾燥域の
ため、植物は水分ス
トレスを受ける。 

は種後、出芽期（は種

４日後）まで、pF1.5

（重力水が残る程度の土

壌水分）を維持。 

図 13 ほうれんそうベテラン農家のは種直後の

かん水の様子 
図 14 ｐFメーターによる土壌水分の把握（左下）

とベテラン農家の出芽期の土壌水分（右上） 

ｐFメーター 



図 16 効率的な収穫・調製作業の流れ 

（７）出芽後の水管理（図 15） 

・ 出芽後は、立枯病の発生を防ぐため本葉２～３枚まではかん水を控える。 

・ 本葉４葉期以降に土壌が乾燥した場合は、草丈 15cm まで、早朝に 10mm 程度

のかん水を行う（生育促進・ホウレンソウケナガコナダニ対策）。 

・ 出荷後のトロケ等を防ぐため、草丈 16cm 以降はかん水を控える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ Ｌ規格（葉長 26～30 ㎝）を目安に収穫する。 

・ 収穫適期の幅が短いので、適期を逃さないよう早めに作業を開始する。 

・ 収穫期になったら、ハウス内温度の上昇を抑制するため、黒色の遮光ネットをハ

ウス屋根面に展張するとともに、できるだけ涼しい時間帯に収穫する。 

・ 下葉は除去し、規格別に揃え、計量後、結束もしくはＦＧフィルムに入れる。 

・ 高温期は腐敗防止のため、水洗いしない。 

・ 調製後、出荷までは保冷庫で保管し、鮮度保持に努める。 

 

■収穫調製作業の効率化のポイント 

・ 葉が立性で、絡みにくく、折れにくい品種を選定

する。 

・ 徒長しやすい高温期は、株張りをよくするため、

株間を広げる（6 ㎝）。 

・ 引き抜きにくい場合は、根切りしてから引き抜く。 

・ 工程数を２工程以下（収穫・調製工程⇒計量・袋

詰め工程（図 16）、又は収穫・調製１工程）で作

業する。 

５ 収穫・調製 

図 15 かん水管理の目安 

①収穫・調製工程 
数株まとめて、

鎌で根切りしてか
ら、引き抜き、は
さみで根を切り揃
え、下葉を除去。 

②計量・袋詰め工程 
200gとなるよう、

秤で計量し、シート
を使って袋詰めし、
出荷箱に詰める 

袋詰用
シート 
 

出荷箱 

収穫・調製した株 



図 17 立枯病の症状 

図 18 萎凋病の症状 

 

（１）立枯病 

症状 ：出芽後間もなく、根から胚軸の地際部

にかけて水浸状に褐変、腐敗する（図

17）。苗は立ち消えて欠株状態になる。

高温期に発生する。症状は株腐病と類

似するが、株腐病はやや乾燥条件下で

発生するのに対し、立枯病は多湿条件

下で発生する。 

病原：糸状菌（かび） ピシウム属菌とリゾクトニア属菌の２種類の病原菌が報告

されている。ピシウム属菌による立枯病は、高温・多湿時に被害が多く、リ

ゾクトニア属菌によるものは、春季・秋季のやや涼しい時期に発生が多い。 

防除：連作を避ける。多湿なほ場で発生が多い。高うねにするなどほ場の排水対策

をする。２～３葉期はかん水を控える。発病ほ場では、タチガレン液剤、リ

ゾレックス水和剤（リゾクトニア属菌対象）をほ場に処理後、は種する。ま

た土壌消毒では、バスアミド微粒剤、クロールピクリン、クロルピクリン錠

剤等が利用できる。ハウス栽培では、７～８月に太陽熱処理することで被害

を防止できる。 

 

（２）萎凋病 

症状：下位葉から黄化、萎凋し、落葉する（図 18）。主

根と側根の先端部、あるいは側根基部から黒褐

変する。根・クラウン・葉柄の維菅束が褐変す

る。生育は著しく不良となり、枯死に至る。 

病原：糸状菌（かび）。フザリウム属菌。本病によって

枯死した植物体の体内には、無数の厚膜胞子が形

成され、土壌中に数年から十数年間生存する。発

病適温は 27～28℃で、高温期に発生する。 

防除：種子伝染の可能性があるため、健全な種子を使う。土壌伝染性病害で、土壌

中に病原菌が蓄積して発生する。被害軽減には、有機質を施用し腐植の多い

６ 主な病害虫と防除対策 



土をつくることが重要。多発ほ場では、バスアミド微粒剤、クロールピクリ

ン、クロルピクリン錠剤等で土壌消毒する。 

 

（３）べと病 

症状：葉に発生する。葉の表面に青白色

ないし黄色の境界不鮮明な小斑点

を生じ、次第に拡大して淡黄色な

いし淡紅色不整形の病斑（図 19）

となり、さらには葉の大部分が淡

黄色になって枯死する。一方、病斑

の裏面には、ネズミ色ないし灰紫

色粉状のかび（胞子）を生じる。展

開した下位葉に発生することが多い。幼苗期に侵されると株全体が枯死し乾

燥して、株が消失することがある。秋に発病した株は冬季にはいったん病斑

が消失したようになるが、病株は翌春になって萎縮し、奇形を呈する。 

病原：糸状菌（かび）。ほうれんそうのみを侵す。病原菌は純寄生菌（人工培養が

できない。生きた宿主植物体から栄養を吸収してのみ生活できる菌）である。

病原菌は葉の組織中で繁殖し、葉上に胞子を形成、風などで飛散して伝染す

る。胞子は水滴があると発芽し、葉の組織に侵入する。最適感染温度は８～

18℃である。肥料切れや草勢の衰えた時に発生が多い。秋まき栽培では、晩

秋の生育後期になってからの発生が多い。第一次伝染源として種子伝染は重

要なので、種子消毒済みの種子を使用する。ほうれんそうを周年栽培するほ

場の場合には、土壌伝染の可能性も大きい。 

防除：種子伝染の可能性があるので、消毒済みの健全な種子を使う。春および秋季

のべと病被害の多い時期には抵抗性品種を利用するとよい。チッソ過多や密

植栽培は被害を助長する。防除は初発時からの徹底防除が必要。常発地では、

は種前にリドミル粒剤２を処理する。また発生ほ場では、ライメイフロアブ

ル、ランマンフロアブル、アリエッティ水和剤等を散布する。 

 

 

図 19 べと病の症状 



（４）ホウレンソウケナガコナダニ 

虫 ：本来は土壌中に生息し、有機物を分解する虫

で、有機物や有機物に発生する糸状菌を食

べているダニ類。土壌表面から深さ 5５㎝

までの層に多く生息し、形態は体長 0.3～

0.7 ㎜程度の楕円形、体色は光沢のある乳白

色で後胴体部に長い毛がある（図 20）。 

生態：生育適温は 20 ℃前後、産卵数は 10～15 ℃

で多くなる。また、低温に強く、７℃以上あ

れば成長することができるが、高温には弱

く、 25 ℃を超えるとふ化率が低下する。

概ね平均気温が 20℃以下になる秋から春に

かけて土壌中で増殖する。乾燥しやすい場

所で発生が多くなる。生息密度は露地では

少なく、施設内で多い。被害株を放置する

と、発生が著しく助長される。 

被害：土壌中で増殖した本虫がほうれんそうの

新芽部分に侵入し食害する（図21）。な

お、土壌中からほうれんそうへの寄生は

４葉期頃から増加し、被害は８葉期頃か

ら急増する。食害により、葉に小さな穴

やこぶ状の小突起が生じ、正常に展開せ

ず、光沢を帯びた奇形となる（図22）。

被害が激しい株は、葉が縮れたようになって褐変し、芯止まりとなって生

育は抑制される。土壌中の生息密度が高い場合には、幼芽を食害し、発芽

不良を起こす。 

防除：①未熟な有機物は投入しない。 

②多発期となる春・秋作前のたい肥施用は控える。 

③被害多発ほ場等では、土壌消毒（立枯病、萎凋病の項参照）を行い、有機質肥

料の施用は控え、耕起回数を増やす（４回程度）。 

図 20 ホウレンソウケナガコナダニ 

図 21 ホウレンソウケナガコナダニ
の食害（葉の奇形、褐変） 

図 22 ホウレンソウケナガコナダ
ニの食害（葉の小突起、光
沢、奇形） 



④間引き株・収穫残さはほ場外に持出し、処分する。 

⑤多発期（春・秋）のは種前には、フォース粒剤を全面施用し、土壌混和する。 

⑥モニタリングトラップによる予察結果に基づき、本葉２葉期と４葉期に、スミ

チオン乳剤やカスケード乳剤、アファーム乳剤等を散布する。 

⑦本葉４葉期以降（収穫７日前まで）、土壌を極端に乾燥させないよう、少量の

かん水を行う。 

⑧薬剤散布前日に少量のかん水を行う。 

⑨薬剤散布にあたっては浸透性展着剤（アプローチＢＩ）を加用するとともに、

土壌表面のコナダニ密度を抑制するため、十分な薬液量を散布する。 

 

（５）シロオビノメイガ 

虫  ：蛾の仲間。幼虫が食害する。老齢幼虫の体色は

ツヤのある淡緑色で、体長２㎝（図 23）。成虫

は褐色の地に白い帯のある体長２㎝の小さな

蛾（図 24）。  

被害：幼虫が葉表の薄皮を残して食べるため、初めは

その部分が白く見え、後に破れて穴があく（図

25）。 

生態：春～秋に５～７回発生し、９～10 月に発生が

多い。フダンソウ・ケイトウなど、ヒユ科の野

菜や花に発生する。イヌビユやアカザなど、ヒ

ユ科の雑草にも多い。 

防除：発生が見られる場合は、スピノエース顆粒水

和剤、ディアナ SC 等を散布する。 

 

 

 

 

 

 

図 23 シロオビノメイガの幼虫 

図 24 シロオビノメイガの成虫 

図 25 シロオビノメイガの食害 



（６）ヨトウムシ類 

虫 ：蛾の仲間。幼虫が食害する。ほうれんそうには、ヨト

ウガ（ヨトウムシ）とハスモンヨトウの２種類が加害

する。ヨトウムシ類の幼虫は体にツヤがないので、シ

ロオビノメイガと区別できる。ハスモンヨトウは頭の

後ろに一対の黒い斑紋があるので、ヨトウガ（ヨトウ

ムシ）と区別できる。 

被害：卵は数十～数百個の塊で産まれるため、若齢幼虫は葉

裏で集団生活し、葉表の薄皮を残して食害する。老齢

幼虫は葉をひどく食い荒らし、ボロボロにする（図

26）。 

生態：ヨトウガ（ヨトウムシ）は４～６月と８～11 月の２回、ハスモンヨトウは８

～10 月の夏～秋に発生する。 

防除：発生が見られる場合は、アファーム乳剤（登録はハスモンヨトウ）、プレバソ

ンフロアブル５（登録はハスモンヨトウ）、ディアナ SC（登録はハスモンヨ

トウ）、プレオフロアブル（登録はハスモンヨトウ）等を散布する。コンフュ

ーザー®V の設置により、交尾を連続的に阻害し、発生を抑制することができ

る。 

 

図 26 ヨトウムシ類
老齢幼虫の食害 


